
MV)Were 
･TMV 

bs y,htahdo,t ti

ivar 

ionltnocuaTter

cahe

faysaわrllsua05iinnsaktcyoi fonsoltou t2 Cu yf 6d MVi

ec milme

)Ⅴ(

i 1g.,Nitneive.tecasioi lt ternocuafi ltae

ive

d

tece

a

ltcas


oron

hce


ca

htefo

hce

mi ob eff

milf edyimme ya nw eff Ki n(KI VinF , 

heS2)t taurae2
in
 ･dd gO 5s d(NH4 O4tOt

,GANA T

)b lenzy,i 23gs.,

Tiruisabo
l
bituscep etot accomo cv s(

rusisabooT accoMo cVii tvarsltu

h fereoredt,

fcaseohe6

seeme , 

10-M･Int DPU,

2.leba

toes 

ir

nTo

Yihoc,Rik
T hos,
A
 ']R

ni ma

MoT oY

dadc

P iurne treseneri 1dtg a.,T,
C
P
h ireonn
y


if tnece n

6･ bcara- molt e( IinF aaep dinF

･It)22F,･o

hte 
ionttconcenraheT.

-

l･reguaheTion.iil tvraactan

htahowacihionsttconcenra ･ T sf ts st

)i 6g.

dbe ecause,isci idvars
ltu
tc uss

hetor

n 
ltu

U

itessan

ih lpenyure

iottoncenrairudeuce87,

a(DP ,Ⅳ i
)r dv sc ninr tc

i trusconcenradeuceioi lt ternocuafaysa2d nr dv

fnoioitcalpap

hgouniscohhai lvarsprovn,ltu gt tt mp dmi ntacat sa

irzeresuitane
btso
lresu
he
T. da mma dinT

erenrici hvarsw haediff tf

ivarltu

ioi tcailtpl

A*
G Go


)an,4ig.tresener

igs.

i 1dtg a.,

tresene

,
A
B

r

inopurne

dta,
ig

a

F

mi ( PⅡinF aaep dinF dd

.1 aaep dinF

treseneri 1dtg a.,,m inF aaep dinF

k iuumHran,SAHARu dF

jFkuu(ivartlcu

or

lebiP tucep uN
toitessanhCtanSIes einter ttmaoc

･tyiivtachte

hefroi tncitsde mt

oCeo ma

fCyEW eVintso so

ir

ru

I

sMu

Hs

h

oHJ TKa oNl MU

t

htsu

ksasu

iinn

Tr o

Ma eK

,

kto

AR

itessanc

tec

Tkouz

R

t

itessan

lut

h

o

itessanc

btelreversah iiessstyn

nofr einter

weentmaoc

hetecohati bvar u,
t
lcuit tessan ti dnoeff nt

hneteerivarltu swasd mi dbyt

S
S Iynops


ttaeiirecp

t

O

o

t

6

softmaoco

mme dins

io

rse


me gOD20 fTMV p dbya

R too

nitt ntconcenra maoc

iasurn

i

itessanivarltu sr tors

-01

ninr

8 M

ihtat ns

5was10-M

txraciefliar de t

A

わrn

inopurn

trea

ltenya

0i 1g.

n

tresene

itessan

･Dl eazaagen

r

to

iiv

dta

iot

a

aaep dinF )t metf

nb hinr tads

nt r t.1 ap mi e(DP

deuce)deazato

o

lbi

d dtreuce,

tsuscep

l trepace nor

os

ec

me NtoCa m( mayr

ioi ttrusconcenraVt txen,mee

-

lbituscep ec

5-0h hrougouivaltu rt t1

toidbtu,k Zo,izu( K) dn

nm

t

to

no

h iiess

i hspeno

fi tovrussyn

hitressance

h icans

in

ivrus

tor

l1

.T me nseemsob

yme ms ntmaoc

idnucedounsoheshtatt ecmp dr

ioidt ts nuc,lesu

iru

hes

ti

Fro

iobi

m t er

nofv ss

タバコモザイクウイルスに対する

トマ ト品種の抵抗性 (第 5報)

トマ ト体内でのウイルス増殖 に対する

サイ トカイニン類の影響
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用時期,施用方法や植物の種類および品種,用いた

Ⅰ 緒 言	 組織 などによって,容易に反応が逆転することが知

植物 ウイルスの増殖 に対する植物ホルモ ン類の作 られている｡

用については種々な議論がある｡インドール酢酸や 本報 で は以 上 の立場 か ら,サ イ トカイニ ン類 

2

カイネチ ンは,タバコモザイクウイルス(TMV )に )に限定 して,天然および人工の数種のiinnsktcyo(

よるインゲン葉の局部病斑の形成を阻止するが､同 サイ トカイニ ンを使用 し,TMVの トマ ト品種 (TMV

ウイルスのタバコ葉内での増殖はかえって促進する に対 して抵抗性および曜病性)内での増殖 に対する

という1･2)｡ しかしウイルスの増殖阻止 とその促進 影響 を実験 した｡ 
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したO直径 1 の黒色 ビニール製ポットにバー ミク

I 実験材料および実験方法 ライ トをつめ,これに種子をまき,最終的には 3-4

供試種物	 トマ トのTMVに対する抵抗性品種と 本立てとした｡肥料として1,000倍ハイポネックス液

して瑞光 (ZK),帝病性品種 として福寿 2号(F2) を適宜与えた｡

を用いた｡これらの種子は横浜市坂田種苗から購入 供拭ウイルスと接種 TMVの普通系 (OM)を用

2
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いた｡これは本学で タバコで継代保存中のものであ

る｡接種には帯病葉 を10倍量の脱イオン水です りつ
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液処理で,ウイルス量が無処理区の6%まで減少 し0

前回と同 じように接種直後から6日間の処理をし たが,それより低濃度ではかえってウイルス量が無

8M液である｡結果

2
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TMVの トマ ト内での増殖に対する DPAの影響 

DPAの1 -1 8〃液を用い,接種直後 から 6


日間処理で実験 した｡結果をFi 6に示 した｡すを


BAPと化学構 造が似 ている, 2チオウラシル 

(2TU)および 6ア ミノ 2チオウラシルrATU)を

をFi 4に示 した｡F2では処理と無処理区の間に

ほとんどウイルス量の差がなかった｡ZKでは1 6M-0
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0
6
-0 , 1


果はFi 5に示すようで,いずれもウイルスの増殖

を刺激 したが,特にZKに対する2TU,ATUの 

g.

1
0

g.


-
0
101
5, 1 6, 1 7M液を用い,接種後 6日間処哩


で実験 した｡Fi 7に示すように,ZKでは10 M液


~06, 1 7M液の効果がいちじるしく,ウイルス量10
1

2は処理によって 倍あるいはそれ以上となった｡ 

,00

~わち, ZKでは1 6M液処理でウイルス量が

やや減少 したが (無処理区の8-7%)F2では供

0
5
-0 , 1


試 したすべての濃 度を通 じて,ウイルス量に無処理

区に比べてほとんど増減がなかったo 

TMVの トマ ト内での増殖に対する DPUの影響 
7
00-1
5
6
C 1 6117
6
10
1
ll5o 61
c

F2 zK 

O
!tu
a
P 

q
J
O
S
q
V 

t

p 

a

(
.
l
ln 

.J
J

仙
＼
Jt
t
!P
J
B 

2

(･
l
き


つJ 

) 
td 

‥
-
･一｢ 

ltconro)dtureltercu

叫
＼S
u
)
^

苫
1 

J

.t)(leibtsuscep F2 oTMV

･l
J

ritessanivarltu sr to

on 

JJ

( 
+
1

き 
.
叫
t

P

p
a

q
J

t
:

rB

)

＼ 

OqSV 

JV

勺-
-
I

-一q 

■-

ionttoncenra

t

iarou

oh iiess

ec

tyn

t tnonreae

i6g.F

I(

JtU
O
U
o

]O

A

. Eff tofv sc so

TMVs ntmaoc

C: d(wa

J 

2
2
(+
き
)

1


8C 108-1107
106-0-

(M) 

ion

Jt

BAP ionC ttoncenra

2
 ZK 

01,
7-

ionttoncenra. Eff tofv sc

TMV

iarouec

oTMV.lteibtsuscep･ 
ltconro)dtureltaercuC: d(wt tnonreae

lC ttcas oncenraheC mi

た｡薬剤の濃度は1
 01,
16
0

ll67Ico ,10-

ts in tmao coh iestsyn

-･-o -oATU 

J
A 
M
L 

.
J

J叫
＼
S
u

)

i 4g.F

)
u
O
!TC
J
luaUu
O
U

M
L 

A

sofBAP

9
 

(M) 

fDPA

15


処理でウイルス量は激減 した (無処理区の15%)｡こ

れに反 して F2では,各濃度処理区を通 じてウイル

ス量は無処理区に比べて有意差はなかった｡

ivarsltu

-
dt tonreae 

n-al
i iourac
h
t-, 2TU: 2 , ATU: 6 mio2

toh iestynncreas5
ilg
F
 ･ I eofTMV s sintmaoc

.t)(leibtorsuscep F2 oTMV

5
そこで 10-M液を用い,接種直後から 1日,2日,l.ic

l)tonro(罪 c :港 ornionttoncenraTMV c
(Zit tressan K)

ioura
tconr

ht
o

4

l



5 平井･西村･森･柳 ･倉橋･伍賀 :タバコモザイクウイルスに対する トマ ト品種の抵抗性 (第 5報) 

場合には, ZKでは1

ることにより,ウイルス量が減少するものと認めら

05M,液を接種後 1E]間処理す~

理区よりもウイルス量が減少 した｡ したがってこの 

れた｡ 

TMVの トマ ト内での増殖に対するKINの影響

た｡この場合は接種後 2日間の処理のみとし,以後 
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次にKINとD PUの協同作用を試験 した｡すなわ
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考 察 

sKOOGらが細胞増殖を促進する物 質として,カイ 三のものの, トマ ト体内での TMVの増殖に対する

ネテンを発見 して以来,数多くの天然および合成の 影響 をとりあげた｡
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著なウイルス増殖の阻害を示 した｡ したがってこのある｡すなわちまず PCT,BAP DPUを含む化合物

がある｡ これらは TMVに対する羅病性品種 F2内 場合には,むしろ抗ウイルス剤 として作用 している

でのウイルスの増殖にはほとんど影響せず,抵抗性 ものと認められる｡KINはインゲンでは TMVによ

,

品種 zK内でのウイルス増殖を1 5-1 6M濃度で

かなり阻害 した｡このように同一植物の品種間で影

-010

響が異 なることは,アクリジン樫(AO)などの色素

辛,クロモマイシンA3 (CM A)などの抗生物質で

もみられ,それらはウイルス増殖の制御物質として

働 くものと考えられる5)0

一方,DPAは F2,ZKに対 してもあまり顕著な

ウイルス増殖阻害効果はなかった｡これは 1位の N

る病斑形成を阻害するが,タバコではむ しろ TMV

2･の増殖を促進するという1 )｡ しかし後者の実験は

タバコの切取葉 を薬液に浸漬 したもので,今回の ト

マ トでの実験 とは,植物ならびに供試組織が異 なっ

ている｡とにかくKINはウイルスに対 してさまざま

な挙動をとることは興味深い｡

現在まで知られている各種の化学物質の,植物体

内での ウイルス増殖 に対す る作用を整理すると, 

tysemh iieszntynirudoun

NC KIが で置換 されているためと考えられる｡また 

10 F2 ZKMは 液で, に対 してともにかなり顕- , 

Ac fv sk fcono so mp sonv ss gsidn
ntmaoc
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構造内に挿入 ioni lt tnercaa( )されるアクリジン樫 

(AO)やエチジウムブロマイ ド(EB)などの色素, みると,いずれもウイルス核酸の合成経路に働いて

およびアクチノマイシンD(AMD)やクロモマイシ いることがわかる｡たとえば有名な抗ウイルス剤で

これらの物質のウイルスに対する作用を統一的に

ンA3 (CMA)のような抗生物質が含まれる｡今回

,の実験で更に,サイトカイニン類のPCT,BAPDPU

-T, MV RNAを

作る酵素蛋白であるポリメラーゼの阻害剤である8)0

あるブラス トサイジン S(BcS)は 

がこのなかに含まれることが明らかになった｡ またウイルス増殖 を促進す る植物ホルモン類も, 

2,TU, 

AMD,およびフェノバルビタール (PB,精神安定 ウイルス増穂の制御物質がどのようなメカニズムで

第二のグループはウイルス増殖の促進剤で RNAポリメラーゼの促進物質として働 くという9).

6刺) 

謝性物質であり,高濃度では抗 ウイルス性 をもつが, 植物の品種間で差があることは,その作用が DNA

低濃度ではウイルス増殖を促進する｡また AMDは レベルでの競合によることが明らかである｡恐 らく 

･7)などがこれに入る｡2TUは元来強力な抗代 働 くかは目下不明であるが,これらの物質の作用が

-DNA

自身,あるいはそれらの物質に基因 して生 じた第二

の物質が働 くものであろう｡

mRNA合成の経路に,それらの物質それ前述のように増殖制御物質としても作用するが,高

濃度では DNA依存 RNA合成の阻害剤である｡第

三のグループがいわゆる抗ウイルス剤である｡
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最近IKEGAMIandFRAENKEL-CoNRATはTMVの

合成が従来考えられていたように,ウイルス感染 によ

って植物体内に新 しく生 じた酵素によるものではな

く,従来から健 全植物体内にある酵素, RNAポ リ

メラーゼが活性化または刺激 されて高まった結果で

あると論 じた10)｡もしそうだとすると,本報で とり

あげたサイ トカイニ ン類 によるウイルス増殖の制御

は,抵抗性品種の DNAとの干渉の結果生 じたある

種 の物質が,健 全植物体内の RNAポ リメラーゼに

阻害的に働 くとい う仮説が成立する｡ これらの確証

は将来に残 された問題である｡ 

† 要 約

サイ トカイニン類およびその類似物質を用い, ト

マ ト体内での TMVの増殖 に対する影響 を調べた｡

薬剤はすべて接種 と同時 にトマ トの根 から吸収 させ,

通常 6日間,特別な場合 には接種後 1, 2日間作用

させた｡トマ ト内のウイルス量は化学的方法で求め,

半弟屯化 したTMVのOD260を算出 した｡ 

(1) プリンー6-カーバモイルスレオニ ン(PCT)

は1016M液の接種後 6日間処理によって,特 に抵抗

性 品種 ZKにおいてウイルス量 を減少 させた｡ 

(2) ベ ンジルア ミノプリン(BAP月まZKにおい

てのみ, 10~6M液の接種後 6日間処理で, ウイルス

量 を減少 させた｡ 

(3〕 2チオウラシル(2TU),6-ア ミノー6-チオ

ウラシル(ATU)は,1016,10-7M酒で,特に ZKに

おいてウイルス量 をいちじるしく促進 した｡ 

() 1デアザペンチルアシノプリン( ばl-,4 - DPA) o5

10-6ル′液で,ZKにおいてウイルス量 をやや減少 させ

たが,大 きな影響はなかった｡ 

(5)ジフ_1ニルウレア(DPU)ば lo-5M液で ZK

において特 にウイルス量 を減少 させた｡その減少は

接種直後 1日間の薬剤処理で も有効であった｡ 

(6) カイネチ ン(KIN)ばlo-5M液の ,接種直後 2
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日間処理で, ZKおよび雁病性品種 F2ともに,ウ

イルス量 を減少 させた｡ 

(7) DPUとKINの混合実験では,DPUの 10-5M液

にKINの10~5M液 を添加することにより,ZK,F2

ともウイルス量を減少 させた｡ 

()以上の実験結果に基 き,サイ トカイニ ン類の8


もつ抗 ウイルス性,およびウイルス増殖制御作用に

ついて考察 した｡

サイ トカイニ ン類 を頂いた日本特産KX小野田 潔

氏,東京農工大学橋爪 掘 氏に感謝の意を表 します｡
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